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に
発
揮
す
る
シ
ャ
フ
ト
〞
な
ん
で
す
。

実
は
こ
れ
、
A
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ
の
ブ
ラ
ン
ド

コ
ン
セ
プ
ト
で
も
あ
り
、
ま
さ
に
原
点

回
帰
、
初
心
に
戻
っ
た
シ
ャ
フ
ト
で
も

あ
る
ん
で
す
」

「
ロ
ー
ト
ル
ク
に
な
っ
た
た
め
、
操
作

性
が
よ
り
高
く
な
り
ま
し
た
。
シ
ビ
ア

な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
っ
た
と
こ
ろ

で
力
を
発
揮
す
る
た
め
、
す
で
に
多
く

の
プ
ロ
に
受
け
入
れ
て
も
ら
っ
て
ま

す
」

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
戦
か
ら
原
英
莉

花
が
使
用
し
て
い
る
の
を
始
め
、
西
郷

真
央
、
桑
木
志
保
、
石
川
明
日
香
、
永

嶋
花
音
ら
が「
Ｔ
ｈｅ 

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ 

Ｖ
２
」

を
使
用
。
橋
添
穂
は「
Ｔ
ｈｅ 

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ 

Ｖ
２
」で
ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
・
ツ
ア
ー

初
優
勝
を
挙
げ
た
。

「
４
年
前
に
多
く
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
受
け

入
れ
て
も
ら
っ
た
『
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ
』

で
す
が
、『
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ 

Ｖ
２
』

は
、
さ
ら
に
進
化
し
た
自
信
作
。
ク
セ

が
な
く
タ
イ
ミ
ン
グ
が
取
り
や
す
い
中

調
子
な
の
で
、
よ
り
多
く
の
ゴ
ル
フ
ァ

ー
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
と
信
じ
て

い
ま
す
」

ト
」
と
呼
び
、
A
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ

の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
で
は
、
ど

真
ん
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

「
ま
ず
は
、『
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ 

Ｖ
２
』

を
打
っ
て
、
右
に
行
く
よ
う
な
ら
、
つ

か
ま
る
シ
ャ
フ
ト
を
。
左
な
ら
、
つ
か

ま
り
に
く
い
シ
ャ
フ
ト
を
、
と
い
う
よ

う
に
A
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
の
基
準
と

な
る
シ
ャ
フ
ト
に
も
な
り
ま
し
た
。
と

に
か
く
操
作
性
が
い
い
の
で
、
大
慣
性

モ
ー
メ
ン
ト
の
安
定
し
た
ヘ
ッ
ド
で
も

思
い
通
り
に
振
れ
る
し
、
ロ
ー
ス
ピ
ン

の
小
ぶ
り
で
ハ
ー
ド
な
ヘ
ッ
ド
で
も
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
い
。
「
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ａ

Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ 

Ｖ
２
」
は
〝
ヘ
ッ
ド
と
プ
レ

ー
ヤ
ー
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
最
大
限

る
振
り
心
地
を
実
現
し
た
と
い
う
。

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
テ
ス
ト
も
従
来
の
３
〜

４
倍
行
い
ま
し
た
。
ロ
ー
ト
ル
ク
に
な

り
ま
し
た
が
、『
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ
』

の
誰
が
打
っ
て
も
〝
ク
セ
の
な
い
し
な

り
感
〞
を
実
現
す
る
た
め
に
、
剛
性
分

布
も
再
設
計
し
、
よ
り
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
な
っ
て
い
ま
す
。
誰
が
打
っ
て
も
振

り
や
す
く
、
ク
セ
の
な
い
の
が
ク
セ
に

な
る
で
し
ょ
う
」

　

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ
で
は
「
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ 

Ｖ
２
」
を
「
新
時
代
の
ど
真
ん
中
シ
ャ
フ

さ
ん
・
以
下
同
）
。

　

シ
ャ
フ
ト
先
端
部
に
は
４
軸
カ
ー
ボ

ン
シ
ー
ト
と
、
高
弾
性
・
高
強
度
の

「
ト
レ
カ
Ⓡ
Ｍ
40
Ｘ
」
を
採
用
。
高
め
の

先
端
剛
性
に
よ
り
、
大
慣
性
モ
ー
メ
ン

ト
ヘ
ッ
ド
で
は
当
た
り
負
け
を
防
ぎ
、

操
作
性
の
高
い
ヘ
ッ
ド
で
は
操
作
性
を

損
な
わ
な
い
。
さ
ら
に
シ
ャ
フ
ト
全
長

に
２
種
類
の
高
弾
性
シ
ー
ト
を
採
用
し

た
こ
と
で
、
ト
ル
ク
を
強
化
。
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
な
剛
性
分
布
は
そ
の
ま
ま
に
、

ロ
ー
ト
ル
ク
化
す
る
こ
と
で
、
キ
レ
の
あ

「
『
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ 

Ｖ
２
』
が
必

要
と
な
っ
た
最
大
の
理
由
は
、
ヘ
ッ
ド

の
進
化
で
す
」
と
Ｕ
Ｓ
Ｔ 

Ｍ
ａ
ｍ
ｉ
ｙ

ａ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
の
橋
添
恵
さ
ん
。

 

「
『
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ
』
は
当
時
の

ヘ
ッ
ド
に
合
わ
せ
た
シ
ャ
フ
ト
設
計
で

し
た
が
、
こ
の
４
年
で
ヘ
ッ
ド
の
性
能

は
大
幅
に
向
上
し
、
慣
性
モ
ー
メ
ン
ト

は
よ
り
大
き
く
、
デ
ィ
ー
プ
で
操
作
性

の
高
い
モ
デ
ル
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
最
新
ヘ
ッ
ド
に
合
わ
せ
、
厳
選

し
た
マ
テ
リ
ア
ル
を
使
用
し
て
、
ト
ル

ク
を
絞
っ
て
設
計
し
た
の
が
『
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ 

Ｖ
２
』
な
ん
で
す
」（
橋
添

イ
ミ
ン
グ
が
取
り
や
す
く
、
高
次
元
の

安
定
性
と
飛
距
離
性
能
を
併
せ
持
つ
、

ま
さ
に
「
飛
び
の
集
大
成
」
と
い
う
べ

き
モ
デ
ル
で
、
ト
ッ
プ
プ
ロ
か
ら
ア
マ

チ
ュ
ア
ま
で
、
数
多
く
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー

が
こ
ぞ
っ
て
使
用
。
現
在
で
も
金
谷
拓

実
の
エ
ー
ス
シ
ャ
フ
ト
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。〝
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ
の
ど
真
ん
中
シ

ャ
フ
ト
〞
と
も
言
わ
れ
、
完
成
度
の
高

か
っ
た
「
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ
」
に
、
な

ぜ
後
継
モ
デ
ル
が
必
要
だ
っ
た
の
か
？

　

ひ
と
足
先
に
Ｐ
Ｇ
Ａ
ツ
ア
ー
で
火
が

付
き
、
２
０
０
９
年
に
登
場
し
た
「
Ａ

Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ
」
。
以
来
、
毎
年
ニ
ュ
ー
モ

デ
ル
を
投
入
し
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ネ

ー
ミ
ン
グ
で
話
題
と
な
っ
て
き
た
が
、

節
目
と
な
る
10
年
目
に
登
場
し
た
の
が

「
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ
」
だ
っ
た
。
手

元
部
か
ら
先
端
部
ま
で
の
剛
性
を
極
限

ま
で
滑
ら
か
に
す
る
こ
と
で
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ

史
上
最
高
の
振
り
や
す
さ
を
実
現
。
ど

の
よ
う
な
ス
ウ
ィ
ン
グ
タ
イ
プ
で
も
タ

PHOTO／Akira Kato

ATTASのシリーズ10作目として2018年に登場すると、
プロからアマチュアまで幅広く支持を集めた「The ATTAS（ジ・アッタス）」。
その後継モデルとして登場したのが昨年12月に発売された「The ATTAS V2」。

一体どんなシャフトなのか？

「V2」はATTASの
新“ど真ん中”シャフト

最新ヘッドにベストマッチ

NEW GEAR STORY NEW GEAR STORY

USTマミヤ

The ATTAS

V2

「
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ
」は

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ
10
年
の
集
大
成
だ
っ
た

す
で
に
多
く
の
女
子
プ
ロ
が

「
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ 

Ｖ
２
」を
使
用

「
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ 

Ｖ
２
」は

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｓ
の
新
し
い
基
準
シ
ャ
フ
ト

こ
の
４
年
間
で
ヘ
ッ
ド
と

ス
ウ
ィ
ン
グ
が
進
化
し
た

NEW

STORY
GEAR

［ギアストーリー］

橋添 恵さん
UST Mamiya Japan

UST Mamiya FITTING LABO 東
京ではフィッターも務め、クラ
ブセッティングの整合性、スウ
ィングタイプ、ショットデータ
を総合的に診断し最適なシャ
フトを提案する

鮮やかなコスメが特
徴だった歴代ATTAS
シリーズだが、「The 
ATTAS V2」はシルバ
ーとブラックのツート
ンにパールホワイト
のロゴとシンプルで、
どんなヘッドにもマッ
チしやすい
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